
 

泉大津市と阪神高速道路株式会社との地域活性化等に関する連携協定書 

 

（目的） 

第１条 泉大津市 （以下 「甲」という。）と阪神高速道路株式会社 （以下 「乙」という。）は、

相互の連携強化を図り、双方の資源を有効に活用し、泉大津市域の観光・産業振興と地

域社会の活性化に資すること及び乙の管理するパーキングエリア及び高速道路等（以下

「パーキングエリア等」という。）の利用者のサービス向上及び利用促進に資することを

目的として、次のとおり協定を締結する。 

 

（連携取組事項） 

第２条 甲乙協議の上、前条の目的を達成するため、次の事項について連携し、協力する。 

（1） 泉大津市域における地域資源の活用に関すること 

（2） 乙の管理するパーキングエリア等の利活用に関すること 

（3） 前号に掲げるもののほか、前条の目的を達成するために必要と認めること 

２ 甲と乙は必要に応じ、協議を行うものとする。また、具体的な実施事項については、甲

乙協議の上決定する。 

 

（協定の見直し及び解除） 

第３条 甲又は乙のいずれかから、協定内容の変更又は解除の申出があったときは、その都

度協議の上、必要な変更又は解除を行うものとする。 

 

（期間） 

第４条 本協定の有効期間は、協定締結日から令和 7 年３月３１日までとする。ただし、期

間満了１か月前までに甲又は乙から相手方に対して書面により協定終了の申出を行わな

い限り、本協定は更に１年間更新し、以降も同様とする。 

 

（守秘義務） 

第５条 甲及び乙は、第２条に掲げる事項の実施において、知り得た秘密情報を第三者に開

示、提供又は漏洩せず、また本協定に基づく取組以外の目的に使用してはならない。ただ

し、相手方の事前に書面による承諾を得た場合は、この限りではない。 

 

（疑義の決定） 

第６条 この協定に定めのない事項又はこの協定に定める事項に関し疑義等が生じたとき

は、甲乙誠意をもって協議し、これを取り決めるものとする。 

 

 

 

 以上、この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙それぞれ署名の上、各自１

通を保有する。 

 

 令和６年１１月２１日 

 

 

甲 泉大津市東雲町９番１２号 

泉大津市 市⾧ 

南 出  賢 一 
 

乙 大阪市北区中之島３丁目２番４号 

阪神高速道路株式会社 代表取締役社⾧ 

吉 田  光 市 


